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第２回 江府町学校運営協議会 

 

■期 日：令和４年８月２３日（火） 

■時 間：１９：００～２０：４０ 

■場 所：日野川校舎 多目的ホール     

 

＜会議出席者＞ 

【委 員】宮本会長、井上裕吉副会長、小椋委員、藤原委員、船越委員、加藤健一委員、 

加藤千恵子委員、篠田委員、景山委員（欠席：井上廉女委員、遠藤委員、高津委員） 

【事務局】谷田課長、森田副校長、山本教頭、竹田 CSＤ 

 

１ 開会 

会長挨拶 

２ 報告 

  ・学校自己評価（中間評価） 景山校長より 

 

  ・西部地区学校運営協議会担当者連絡協議会 竹田 CSD より 

 

３ 協議 

 

※部会協議（４０分程度） 

    〇学習・行事支援部（景山校長） 

委 員 ICT について。そもそも忙しい教職員に余裕がないため、なかなか推進が難しいという新

聞記事を読んだ。本町ではどうか。 

景 山 校 長 新しいことにチャレンジするという負荷がないわけではないが、逆にアンケートの集計を紙ではなく

iPad ですることで効率化が出来ていることもあったりする。その他、例えば小テストなども作成してす

ぐに iPadで配布、回答を集計と効率化が出来ることもある。一概に負担ばかりが増えているというイ

メージではなく「便利だよね」という話が出ることもある。副校長先生、教頭先生はどうか。 

山 本 教 頭 ICT についての校内研究もしたり、オンライン授業も普通になってきたりと進んでいる。新し

いことへの負担はあるかと思うが、積極的に推進している方だと思う。 

森田副校長 慣れるまでは確かに大変さもあるが、取り入れてしまえば逆に時間の短縮になったりするこ

ともあるので、必ずしも負担ばかりではないと感じている。 

委 員 先生方がそのように前向きに捉えていただけているのであれば、ありがたい。引き続きお願

いしたい。 

景 山 校 長 距離を超えて、という意味ではやはりとても良い。本日、日野川校舎とブナの森校舎の職員室をオンラ

インでつなぐ工事をした。これでモニター越しに互いの先生とやり取りが出来るようになる。またコロナ

禍において、登校せずともオンライン授業が受けられるというのは、ICTならではだと思う。 

委 員 参観日に行かせてもらい、学校の様子や子供の様子、ICT の使い方などがよくわかった。2

学期以降も公開してもらいたい。 

景 山 校 長 その予定なので、ぜひ足を運んでいただきたい。 

会 長 参観日の感想になるが、先生と生徒の関係が友達かと思われるくらい近いという印象であった。おか

げで情報も共有出来たりするのではと思うので、今の時代はこれでも良いかと考えた。 

会 長 めざす子ども像などについて、資料を新しい委員さんに渡しておくようお願いする。 

会 長 来年度の予算について。今年度 11月までには活動内容と予算をまとめて、12 月に予算要求をする

つもりでいこうと思う。 
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〇地域活性化部（小椋部長） 

  〇健全育成部（加藤健一部長） 

  

（３）全体協議 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

学習 ・行

事支援部 

ブナの森校舎学校農園の活用、奥大山大根クラブは今年もする予定。野菜は大根とカブ。民生委

員さん、更生保護女性会、社会教育委員などの各団体への声掛け、防災無線での子どもからの

呼びかけをする予定。時期は体育祭のある 9月１０日以降でなるべく早く。 

ブナの森校舎裏山整備について。６月を予定していたが、実施は見送った。ウッドデッキのようなも

のを製作予定で、材料調達は完了した。高津さんという保護者さんが大工さんなので、監督をして

もらう。時期は９月２３～25日を第一候補としている。 

掛け算九九聞き取りについて。今年も実施。全部で4回程出来れば。参加者のすそ野を広げたい。 

ブナの森校舎のことばかりになってしまっているので、日野川校舎でも、昨年行った古文の聞き取

りのような事が出来ればと思っている。 

健 全 

育 成 部 

ながら見守り活動について。積極的にあいさつが出来るようになっていく為に、子どもに教える場

を作るというのも考えている。強化期間については年３回を予定していて、今年度２回目を９月２０

～３０日、３回目を１２月１２日～２２日と予定する。 

児童生徒地域ボランティア活動について。ひなまつりとこいのぼりボランティアは既に実施。その他

の対象イベントについては、これから検討する。 

来年度予算について。現在のながら見守り用名札に代わって、交通安全パトロールのようなタスキ

を配布してはどうかと考えている。数は１５０本ほど。のぼりについては設置位置の検討なども含め

てこれから。 

地 域 

活性化部 

荒田川でオオサンショウウオ観察会を８月２７日に実施予定。参加は親子８組と荒田地区の方数

名。岡田先生という講師の先生が前日から仕掛けをされる。備品などについては、今回「日野川の

源流と流域を守る会 森と水に親しむ活動支援事業」の補助金がもらえることになったので、それ

を使う。また、学校や荒田会館の備品も借用して実施する。 

来年度の活動について。江府町の希少生物も含めたバスでの草花観察ツアーを計画し、その内

容で予算要求をする。 

会 長 町長より、子育て世帯の意見を聞きたいという思いがあり、学校運営協議会の方でやってもらいた

いという話があった。詳しい話について、まずは会長、副会長、各部長、事務局でいったん話を聞い

てからと考えている。９月５日の週で開催し、協議の上で皆さんに報告する。 

来年度予算の要求に向けて、次回協議会は１０月、１１月に開催予定とする。 


